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【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

【情報提供票より】（19年8月20日事業所記入） 【重点項目への取り組み状況】
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（５）協力医療機関

評価確定日 平成１９年１１月２２日

有

静岡県社会福祉協議会

利用定員数計　　　　 　18人　

　償却の有無

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

全国展開している運営法人であり、ホーム独自の理念を策定することは難しい
ことであるが、前回同様改めて検討して欲しい。地域に根付いたホーム展開を
するために、近隣住民との触れ合いや自治会活動への参加は積極的に行わ
れている。評価の意義を理解して、取り組みを常に振り返るようにしている。

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

職員全員で自己評価に取り組んだ。理想と掲げる事柄と実践することの難しさ
を感じているが、自己評価の取り組みでこれまでを振り返り、改めて気付きが得
られている。
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重
点
項
目
②

静岡市葵区羽鳥2-6-9

利用者、職員共に落ち着いて穏やかに生活している。「社会への復帰」の
理念を目標に支援している。玄関は常に開かれ、利用者は近所に自由に
出かけられ、近所の人が温かく見守ってくれている環境が構築されつつあ
る。防災訓練は実際に即した訓練を行い、施設内での事故報告のヒヤリ
ハットは小さなことまで記録され、安全に注意されていることが伺えた。

重
点
項
目
③

   食材料費

毎月　実費精算

1

要介護２

利用者人数

6

協力医療機関名

要介護５

医療法人社団若葉会宮下医院・近藤歯科医院

要介護１ 2

1要介護３ 6 要介護４

要支援２ 重
点
項
目
④

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

地域に根付いたホームづくりを行っている。自治会の行事や防災訓練、地域
中学校の行事等にも積極的に参加し、ホーム行事にも地域住民を招く等して
いる。最近では、外出する利用者に近隣住民が椅子を出して話しをするような
関係もでき、地域住民との交流も深まっている。

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

意見や苦情、相談が気軽にされるような雰囲気づくりに努めているが、利用者
家族から十分に言って貰えないという認識をしている。今後もこれまでの取り組
みを継続して、気軽に言える関係づくりに努めて欲しい。

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

運営推進会議は一度開かれたのみの状況である。出席者への負担をホームと
して感じているためであるが、今後はホームを取り巻く方々（利用者や利用者
家族、地域住民、市担当者、民生委員等）の参画を得て、運営やサービス向
上に向けて定期的な開催が望まれる。

重
点
項
目
①

 　　　                             　　　　軽量鉄骨造り 　

１．　評価報告概要表

コムスンのほほえみ静岡羽鳥

静岡市葵区駿府町1-70

株式会社　コムスン 

常勤 ６人,  非常勤  １０人,  常勤換算  １１．０２ 人

平成19年8月28日

２階建ての１階～２階部分

静岡県社会福祉協議会



静岡県　コムスンのほほえみ静岡羽鳥 平成１９年１１月２２日

２．　評　価　報　告　書

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを
支えていくサービスとして、事業所独自の理
念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員とし
て、自治会、老人会、行事等、地域活動に参
加し、地元の人々と交流することに努めてい
る

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部
評価を実施する意義を理解し、評価を活かし
て具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

地域性等を勘案し、ホーム独自の理念を策定することも検
討して欲しい。

1

2
「コムスンの誓い」を毎日唱和し、理念の実現に向けて
取り組んでいる。利用者一人ひとりに応じたサービス提
供を行うように日々取り組んでいる。

53

地域との交流の必要性を認識して積極的に地域との交
流を進めている。自治会行事や祭り、運動会にも参加
し、小･中学生の体験学習の受入れ等も行っている。ま
た、地域児童館との交流も継続して行っている。

74

評価の意義を十分に理解し、全ての職員で自己評価
に取り組んだ。これまでの取り組みを振り返るとともに、
その課題や改善点、更に深めていくべき活動等につい
て話し合いを行い、職員間で共有している。

○

1
運営法人の理念をもとに「高齢者の尊厳と自立を守る」
や「メモリーケアの実践」を共通の理念として掲げてい
る。

○

85
運営推進会議を１回行った。地域に他のホームが開設
されたこともあり、出席者に負担がかかるとも考えて計
画的に開催されていない状況である。

2

○

２．地域との支えあい

評価の意義を十分に理解し、一過性のものとしないように
しているので、今後の取り組みに期待したい。

運営規定上でも定めているので、ホームの運営とサービス
の向上に向け、定期的に開催して欲しい。

３．理念を実践するための制度の理解と活用

取り組みを期待したい項目

1 静岡県社会福祉協議会



静岡県　コムスンのほほえみ静岡羽鳥 平成１９年１１月２２日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外
にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の異動等について、家族等に
定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員に
よる支援を受けられるように、異動や離職を
必要最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしてい
る

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成
するための計画をたて、法人内外の研修を受
ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交
流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

7

ホーム便り「はとり」通信を発行している。金銭は立替方
式をとっているので、毎月領収書を送付し請求する際
に、「はとり」通信も同封している。家族の訪問の際に
は、利用者の日常生活の様子を伝える他、定期的に家
族に連絡をするようにしている。

○

96
ケアマネ会議には参加し、意見交換が行われている
が、市担当者との定期的な話し合いを持つにまで至っ
ていない。

○
保険者である市には積極的に働きかけを行い、サービス
向上に繋げるための定期的な話し合いを働きかけて欲し
い。

8
家族の訪問や連絡をする際に、家族が何でも言える関
係づくりに配慮している。意見や苦情に対して速やか
に解決する仕組みやその申出先を明確に示している。

職員の異動や離職について、利用者への弊害がどの
ようにあるかということをよく理解している。退職者が出
た時もあったが、管理者や職員の時間延長などで最低
人員を確保して、利用者に不安を与えない支援に取り
組んだ。

19

家族と利用者の関係を大切に考えているので、今後もそ
の取り組みを続けて欲しい。

15

14

管理者とケアマネは、地域ケアマネ会議に出席し交流
を重ねているが、他ホームとの交流を通しての職員の
交流までにはいたっていない。

○

18

５．人材の育成と支援

10

運営法人として職員の質を向上させる取り組みを行っ
ている。内部研修には、正社員とパート経験年数の長
い人から行われているが、外部研修には勤務体制や自
費出費のため、希望者がでない。

○
サービスの質の向上を図るために、研修の充実について
はよく理解しているので、体系的な研修充実等を図るよう
に期待したい。

9

４．理念を実践するための体制

地域の他ホーム等と交流を図り、事例検討やサービス向
上のための話し合い等を行うことに期待したい。

2011

2 静岡県社会福祉協議会



静岡県　コムスンのほほえみ静岡羽鳥 平成１９年１１月２２日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービスをいきなり開始するの
ではなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工
夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、
本人から学んだり、支えあう関係を築いてい
る

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うととも
に、見直し以前に対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

3716
毎月一回、ケアマネが中心となり介護計画の見直しを
行っている。状況に変化があった場合には、速やかに
見直しする仕組みが講じられている。

2713

利用者の状況を把握したうえで、利用者の尊厳を損ね
ることが無いように敬いながら共に支えあう関係づくりを
行っている。また、できる限り利用者に寄り添いながら
支援に努めるようにしている。

2612
利用者が安心してサービス利用が行えるように、職員
は留意している。また、他の利用者とも少しづつ馴染め
るように工夫している。

3615
利用者の思いを一番に考え、家族や職員の意見を聞
き介護計画を作成している。利用者本位の思いや希望
が反映された計画になっているか、常に考えている。

○
介護計画が一人ひとりの支援の基礎となり、その内容を職
員が常々確認していけるような意識付けを今後もされるよ
うに期待したい。

3314

日々のさりげない問いかけや、利用者の言葉、表情、
行動から少しずつ思いを引き出す努力をしている。職
員一人ひとりが利用者の思いや意向を把握するように
留意している。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

3 静岡県社会福祉協議会



静岡県　コムスンのほほえみ静岡羽鳥 平成１９年１１月２２日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じ
て、事業所の多機能性を活かした柔軟な支援
をしている

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段階から本人や家族等ならび
にかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員
で方針を共有している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよ
うな言葉かけや対応、記録等の個人情報の取
り扱いをしていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している

5221
一人ひとりのペースが異なるので、利用者に合わせた
さりげない支援を行っている。買い物や散歩は希望者
の希望でいつでも行えるように配慮している。

一人ひとりの尊厳や人格を尊重し、言葉遣いも丁寧に
して対応にも配慮している。また、個人情報の取扱いに
ついてもその内容を理解し、適切に取り扱っている。

○

4318

利用者がかかりつけ医に行く場合には家族が同行し、
ホーム協力医の往診も月２回行われている。家族も十
分に理解し、安心している。服薬を処方する薬局も２４
時間対応となっている。

3917
ホームの特性や機能を活かして柔軟なサービス提供が
行えるように努めている。また、利用者や家族の意向が
反映されるように取り組んでいる。

ターミナルケアについては、難しいところもあるが、今後も
話し合いを積上げてホームの方針策定を行って欲しい。

5020

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

今後も利用者の羞恥心や誇り等に留意し、プライバシーを
損ねることが無いように支援することを期待したい。

4719

重度化や終末期に向けての検討を具体的に行ってい
る。医療行為についての課題は残るが、利用者、家族
の意向も踏まえられるように、その考えや必要について
職員間で定期的に話し合いが行われている。

○

３．多機能性を活かした柔軟な支援

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

4 静岡県社会福祉協議会



静岡県　コムスンのほほえみ静岡羽鳥 平成１９年１１月２２日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、楽しみごと、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりの
その日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に
鍵をかけることの弊害を理解しており、鍵を
かけないケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を身につけ、日ご
ろより地域の人々の協力を得られるよう働き
かけている

22

調理等を行う職員を中心に準備や片付けがされている
が、片付けや洗い物等で利用者も進んで手伝いがされ
ている。食事は、職員も一緒に行うようにし、楽しい雰囲
気づくりが行われている。

54

25

日常生活で、散歩や買い物には積極的に対応してい
る。散歩も利用者ごとに対応（一対一）している。自動
車が１台しか無いため、全員で出かけることは困難と
なっている。

○

（４）安心と安全を支える支援

61
外出が困難な利用者や今後困難となる利用者への対応
についても検討して欲しい。また、季節ごとにでも自動車
での外出が実現できるように検討を行うことを期待したい。

6626

玄関には日中施錠しないようにしている。利用者の徘
徊で外出後行方が分からなくなってしまった経験もある
が、施錠の弊害についても理解している。近隣住民の
協力が得られるようになったり、職員も利用者の行動を
見守るように留意している。

年２回町内会の訓練があり参加している。また、消防署
の協力で年２回の訓練も行っている。現実に即した訓
練を行うように、近隣住民にも訓練参加依頼を行った。

○7127
今後も訓練実施の際に、あらゆる場面を想定して近隣住
民に協力が仰げるように働きかけを継続して欲しい。

24

一人ひとりの生活歴や嗜好を把握し、利用者の日々の
生活が、充実できるように支援している。また、季節ごと
にホーム内行事を行ったり、散歩や買い物等で外出を
積極的に行うことで、気晴らしに向けた支援も行ってい
る。

入浴を嫌がる利用者にどのように対応するかを今後も検
討して欲しい。

5723

入浴したい日、希望する時間に好きな入浴剤を入れ、
ゆっくり入浴できるような配慮がされている。風呂の湯
はその都度入れ替えている。入浴を嫌がる人（家族は
入浴させなくても良いという）が長期にわたり入浴しない
ことに悩んでいる。

○

59

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

5 静岡県社会福祉協議会
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外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不
快な音や光がないように配慮し、生活感や季
節感を採り入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

77
食事や水分の摂取状況を記録し、栄養バランスにも配
慮している。食事や水分の摂取には留意するように配
慮している。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

季節の花や利用者とともに作成した飾り物が壁に掛け
られ、利用者にとって居心地良い共用空間づくりがされ
ている。日常の利用者の活動写真を掲示したりする
等、広すぎない空間が、家庭らしい雰囲気を醸し出し
ている。

8330
利用者ごと馴染みのベットや家具を持ち込むように伝
えている。利用者によって異なり、やや殺風景な居室も
ある。

○
今後も利用者ごと使い慣れた家具や装飾が行え、その人
らしい生活ができるように働きかけを行うように期待した
い。

8129
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